
◆主な記事◆
◎みんなの力で児童虐待を

　防ぎましょう ……………………… １面

◎５月は自転車月間です …………… ８面

平成１７年  � ／ � �������

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

●「区議会だより」を折り込んであります。
　引き抜いてお読みください。

可燃ごみ・不燃ごみの収集時間が早くなりました

　児童虐待防止法および児童福祉法が改正され、４月から身近な自治体である区
が、児童虐待をはじめとする児童相談の最初の窓口となりました。
　児童虐待は、保護者をはじめ同居している家族や近隣の人々、地域みんなの力
で防ぐことができます。気になることがあったら、迷わずご連絡ください。
――問い合わせは、子ども家庭支援センター�３３９３‐４７６０（児童青少年センター
子育て推進係）へ（相談専用電話は下記参照）。

◇子どもに手をあげそうになったとき･虐待をみつけたとき◇

� ３３９３‐４７１１
（相談専用）

月～土曜（祝休日を除く）
午前９時～午後７時

子ども家庭
支援センター

緊急の場合は東京都児童相談センター�３２０８‐１１２１
（午前９時～午後５時・年中無休）へ。
※夜間は最寄りの警察署へ。

◇子どもの発育･発達･育児で悩んでいるとき◇

荻　窪�３３９１‐００１５／高井戸�３３３４‐４３０４
高円寺�３３１１‐０１１６／上井草�３３９４‐１２１２
和　泉�３３１３‐９３３１

月～金曜（祝休日を除く）
午前８時３０分～午後５時保健センター

◇生活に困ったとき◇

東�５３０６‐２６１１／西�３３９８‐９１０４
南�３３３２‐７２２１

月～金曜（祝休日を除く）
午前８時３０分～午後５時福祉事務所

　

し
つ
け
と
称
し
て
繰
り
返
さ

れ
る
虐
待
で
、
幼
い
命
が
奪
わ

れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
発
育
・
発
達
を
損
な
い
、
子

ど
も
の
心
身
に
大
変
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
保
護

者
自
身
や
子
ど
も
の
問
題
、
家

庭
生
活
を
と
り
ま
く
ス
ト
レ
ス

な
ど
、
様
々
な
要
因
が
関
係
し

て
起
こ
り
ま
す
。
虐
待
を
解
決

す
る
に
は
そ
れ
ら
の
要
因
を
取

り
除
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

区
で
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
子
ど
も
と

家
庭
に
関
す
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
、虐
待
の
予
防
・

早
期
発
見
と
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
を
受
け
付
け
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た

り
専
門
機
関
に
つ
な
げ
る
な
ど

多
方
面
か
ら
の
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は

◇
身
体
的
虐
待

�
殴
る
、
け
る
な
ど
の
暴
力

�
タ
バ
コ
の
火
な
ど
を
押
し
つ

け
る

�
冬
、
戸
外
に
長
時
間
閉
め
出

す
な
ど

◇
心
理
的
虐
待

�
言
葉
で
脅
か
す
、 
罵  
声 
を
あ

ば 
せ
い

び
せ
る

�
無
視
し
た
り
、
拒
否
的
な
態

度
を
と
る

�
家
庭
内
暴
力
を
見
せ
る
な
ど

◇
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
放
棄
）

�
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
せ

ず
放
置
す
る

�
病
気
な
の
に
医
師
に
み
せ
な

い
�
同
居
人
に
よ
る
児
童
虐
待
を

保
護
者
が
放
置
す
る
な
ど

◇
性
的
虐
待

�
性
的
い
た
ず
ら

�
性
的
行
為
の
強
要
な
ど

　

私
の
毎
朝
の
日
課
の
ひ
と
つ
は
、
前

日
に
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
で
い
た
だ
い

た
区
へ
の
要
望
や
苦
情
に
丹
念
に
目
を

通
す
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
多
い
の
が
、
犬
の
フ
ン
の
始
末
や

放
し
飼
い
な
ど
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ

や
野
良
猫
の
し
尿
や
鳴
き
声
な
ど

の
苦
情
で
あ
り
、
ま
た
一
方
「
ド
ッ

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
（
犬
用
の
公
園
）
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も

増
え
て
い
て
、
動
物
に
関
し
て
区
に

寄
せ
ら
れ
る
苦
情
要
望
は
年
間
約
９
０

０
件
に
の
ぼ
り
、
一
日
に
す
る
と
２
、

３
件
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
杉
並
区
は　

区
の
中
で
も
、
人

２３

口
当
た
り
の
犬
の
登
録
頭
数
が
世
田
谷

区
に
次
い
で
多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
高
齢
者
世
帯
や
単
身
者
世
帯
が
増
加

し
少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
と
、
動
物
を

家
族
の
一
員
に
し
て
生
活
す
る
人
は
ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

あ
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に
も
、

犬
が
い
る
た
め
に
避
難
所
に
入
れ
ず
車

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
な
っ
て
し
ま
う

人
が
続
出
し
ま
し
た
が
、
動
物
が
好
き

な
人
も
苦
手
な
人
も
い
る
地
域
の
中

で
、
震
災
の
よ
う
な
緊
急
時
の
み
な
ら

ず
、
地
域
の
共
同
生
活
の
中
で
動
物
と

ど
う
共
生
し
て
い
く
か
の
ル
ー
ル
を
、

し
っ
か
り
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
区
と
し
て
は
、
今
月
か
ら
専

門
家
や
区
民
な
ど
に
よ
る
「
動
物
と
の

共
生
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
発
足
さ

せ
、
犬
や
猫
な
ど
を
飼
う
際
の
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
管
理
の
あ
り

方
、
そ
し
て
動
物
愛
護
の
精
神
を
高

め
て
い
く
た
め
の
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
多
く
の
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
、
動
物
と
気
持
ち
よ
く
共
生
し

て
い
く
た
め
の
杉
並
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

動
物
と
の
共
生
の

ル
ー
ル
づ
く
り

杉
並
区
長
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�「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通報）
　　― ―通報は発見した人の義務です。
�「しつけのつもり…」は言い訳
　　― ―子どもの立場で判断しましょう。
�ひとりで抱え込まない
　　― ―あなたにできることから
　　　　実行しましょう。
�親の立場より子どもの立場
　　― ―子どもの命が最優先です。
�虐待はあなたの周りでも起こりうる
　　― ―虐待は特別なことではありません。

子どもを虐待から守る５か条
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平成１７（２００５）年�月�日（日曜日）������� ●２

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　

�電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

�
天
文
の
夕
べ　

観
望
会 

二
重
星
の
あ
れ
こ
れ

　

夜
空
に
輝
く
星
の
半
数
以
上

は
、
幾
つ
か
の
恒
星
が
く
っ
つ

い
て
輝
い
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
星
を
二
重
星
あ
る
い
は
三
重

星
な
ど
と
い
い
ま
す
。

　

偶
然
に
重
な
っ
て
見
え
る
の

で
は
な
く
、
お
互
い
の
引
力
に

よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
連
星

と
呼
ば
れ
る
星
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

観
望
会
で
は
、
北
斗
七
星
の

柄
に
輝
く
ミ
ザ
ー
ル
と
ア
ル
コ

ル
や
、
し
し
座
の
ガ
ン
マ
星
な

ど
を
見
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時　

１４

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学

館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１ 

雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
「
天
文
の
話
」

を
し
ま
す

�
杉
並
三
曲
協
会 

定
期
演
奏
会

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
開

１５

１１

演
（　

時　

分
開
場
・
区
共
催
）

１０

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

演
目
＝
「
夕
顔
」、

２２

３２

「 
閨 
の
扇
」、「 
阿  
字  
観 
」、「
松

ね
や 

あ 

じ 
か
ん

上
の
鶴
」
ほ
か
計
二
七
曲 

無

時
場対

費

申

問

他

時
場

内

費

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ
（
整

理
券
あ
り
） 

杉
並
三
曲
協
会

事
務
局
・
富
田
�
３
３
０
３
‐

１
２
３
０

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ
さ
が
や

コ
ン
サ
ー
ト

　
 

５
月　

日
�
午
後
３
時
開

２１

演
（
２
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ

２２

３２

ル
ト
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏

曲
Ｋ
・　

」、
バ
ッ
ハ
「
二
つ
の

５８１

バ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
協
奏
曲

Ｂ
Ｗ
Ｖ
・
１
０
４
３
」、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
「
弦
楽
四
重
奏
曲　

‐
１８

３
」
▽
出
演
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

あ
さ
が
や
、
田
中
伊
知
子
（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
） 

五
六
八
名（
全

席
自
由
） 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
あ

さ
が
や
・
茂
田
�
０
４
２
‐
５

７
７
‐
５
１
３
２

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト　

杉
並 

in

宮
路
オ
サ
ム
シ
ョ
ー

　
 

５
月　

日
�
午
後
６
時
開

２３

演
（
５
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

第
一
部
＝
歌
謡
愛

２２

３２

好
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
シ
ョ
ー
（
出
場
者
募
集
＝
カ

ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
な

ど
・
選
考
）
▽
第
二
部
＝
宮
路

オ
サ
ム
シ
ョ
ー 

二
五
〇
〇
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
協
力
金
） 

・

申

問

時
場

内

定

費

申

問

時
場

内

費

申

 

宮
路
オ
サ
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
�
３

３
２
８
‐
０
０
０
８
へ
（
当
日

入
場
も
可
） 

収
益
金
の
一
部

を
、
区
内
の
民
間
障
害
者
関
係

作
業
所
の
備
品
購
入
に
役
立
て

ま
す

�
杉
並
弦
楽
合
奏
団 

定
期
演
奏
会

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
開

２２

演
（
１
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

曲
目
＝
パ
ー
セ
ル

２２

３２

（
ブ
リ
テ
ン
編
曲
）「
シ
ャ
コ
ン

ヌ
」、
ピ
ア
ソ
ラ
「
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
の
四
季
」、モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
「
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
二

長
調
Ｋ
・　

」、
芥
川
也
寸
志

１３６

「
弦
楽
の
た
め
の
３
楽
章
」
▽

出
演
＝
高
畠
浩
（
指
揮
・
バ
イ

オ
リ
ン
）ほ
か 

五
六
八
名（
全

席
自
由
） 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

杉
並
弦
楽
合
奏

団
・
鳥
井
�
３
３
３
４
‐
８
４

３
４

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

「
桂　

才
紫
」
勉
強
会

　

今
回
は　

年
に
岡
本
マ
キ
賞

１３

（
林
家
彦
六
賞
）
を
受
賞
し
た

問

他

時
場

内

定

費

申

問

二
つ
目
昇
進
三
年
目
の
若
手
落

語
家
、「
桂
才
紫
」の
登
場
で
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
開

２１

演
（
１
時　

分
開
場
） 

勤
労

３０

福
祉
会
館（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

七
〇
名 

五
〇
〇
円
（
会
員

割
引
な
し
） 

・ 

文
化
･
交

流
協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐

７
０
３
５
へ

�
杉
並
短
歌
連
盟 

夏
の
歌
会

　
 

６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２６

（
区
共
催
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

） 

無
料

２２

３２

 

当
日
、
直
接
会
場
へ

◇
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
 

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）

に
未
発
表
の
作
品（
一
人
一
首
）

を
書
い
て
、
５
月　

日
（
消
印

３０

有
効
）
ま
で
に
杉
並
短
歌
連
盟

事
務
局
・
秋
葉
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
１
阿
佐
谷
北
３
―
９
―
４
）

へ 

６
月
５
日
詠
草
発
送
、　
１５

日
互
選
締
切

☆

　
 

同
連
盟
�
３
３
３
８
‐
３

７
７
４

�
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
お
く

る
運
動 

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
５

　

一
枚
の
毛
布
が
、
ア
フ
リ
カ

の
難
民
の
命
を
救
い
ま
す
。
不

要
な
毛
布
を
次
の
会
場
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

午
後
２
時　

分 

杉
並
第
十
小

３０

学
校
校
庭（
和
田
３
―　

―　

、

５５

４９

雨
天
時
は
体
育
館
）
／
久
我
山

中
央
緑
地
（
久
我
山
３
―　

―
２５

　

）
で
は
毛
布
の
回
収
の
み
受

２１け
付
け
ま
す 

毛
布
の
回
収
、

展
示
、
平
和
活
動
紹
介
、
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
、
バ
ザ

時

場

定

費
申

問

時

場

費

申
申他問時

場
内

ー
、子
ど
も
広
場
ほ
か 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

杉
並
明
る
い
社

会
づ
く
り
の
会
�
３
３
８
４
‐

３
２
２
８
（
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
）
／
久
我
山
中
央
緑
地
担

当
・
楢
原
�
０
８
０
‐
５
４
３

２
‐
３
５
６
７ 

�
汚
れ
の
ひ

ど
い
毛
布
、
小
さ
い
毛
布
、
綿

毛
布
、
コ
タ
ツ
用
毛
布
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
�
回
収
は
５
月　
２９

日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
同
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
�
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

生
涯
学
習
ア
ー
ト
展

　
 

５
月　

日
�
〜　

日
�
午

１３

１７

前　

時
〜
午
後
６
時
（　

日
は

１０

１３

正
午
か
ら
、　

日
は
午
後
３
時

１７

ま
で
・
区
後
援
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

炎
彩
画
・
絵
手
紙
・
陶
芸
・
七

宝
焼
・
書
道
・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

生
涯
学
習
振
興
会
・
中
川
�

３
３
３
２
‐
６
９
５
４

お
ぢ
や
田
植
え
体
験
ツ

ア
ー

　

新
潟
県
中
越
地
震
へ
の
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
千
谷
の
大
自
然
の
中
で
田

植
え
を
し
、
郷
土
料
理
を
食
べ

ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

５
月　

日
�
・　

日
� 

２８

２９

小
千
谷
市
池
ケ
原
地
区
ほ
か 

　

日
＝
小
千
谷
集
合
↓
昼
食
↓

２８田
植
え
体
験
↓
温
泉
入
浴
↓
交

流
会
↓
旅
館
宿
泊
▽　

日
＝
い

２９

も
植
え
↓
里
山
散
策
体
験
↓
昼

食
後
解
散 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名 

大
人
一
万
円
、
子
ど

も
（　

歳
以
下
）
八
〇
〇
〇
円

１２

（
宿
泊
費
／
現
地
ま
で
の
交
通

費
は
参
加
者
の
自
己
負
担
で

す
） 

・ 

電
話
で
、
５
月　
１３

申

問
他

時

場

内

費

申

問
時

場内

対

定

費
申

問

日
ま
で
に
、
小
千
谷
市
農
林
課

�
０
２
５
８
‐
８
３
‐
３
５
１

０
へ
（
先
着
順
）

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

一
日
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

　

ゲ
ー
ム
や
工
作
で
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。（
区
後
援
）

　
 

５
月
８
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
（
雨
天
の
場
合
は　

日
�

１５

に
延
期
） 

桃
井
原
っ
ぱ
広
場

（
桃
井
３
―
８
―
１
） 

小
学

一
〜
三
年
生
の
児
童
と
そ
の
保

護
者 

親
子
三
〇
組（
先
着
順
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
杉
並
第
８

団
・
山
中
�
３
３
３
３
‐
２
８

１
４

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
一
日

体
験

　

楽
し
い
ゲ
ー
ム
と
お
い
し
い

野
外
料
理
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活
動
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。（
区

後
援
）

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

午
後
１
時 

大
宮
八
幡
宮
「
ス

カ
ウ
ト
の
森
」（
大
宮
２
―
３
―

１
） 

幼
稚
園
児
・
小
学
生
と

そ
の
保
護
者 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
杉
並
第　

団
・
平
尾
�
０
９

１３

０
‐
３
５
７
２
‐
９
４
９
０

�
映
画
上
映
会 

日
本
海
大
海
戦

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時　

２２

１１

２０

分
〜
、
午
後
２
時
〜
（
区
後
援
）

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
三
船
敏
郎
、

２２

３２

加
山
雄
三
ほ
か 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

市
民
文
化

サ
ー
ク
ル
杉
並　

実
行
委
員

２１

会
・
和
田
�
５
９
３
８
‐
６
８

３
９ 時

場

対

定

費

申

問
時

場

対

費

申

問

時
場

内

費

申

問

�

�

�

�

�������������������������������������

�������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲桂　才紫

基
礎
介
護
講
座

　

家
庭
で
の
介
護
方
法
の
基

礎
を
実
技
中
心
に
学
び
ま

す
。

　
 

６
月
１
日
�
・
２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

あ

ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一
〜

二
教
室（
荻
窪
５
―　

―　

）

１５

１３

 

介
護
の
専
門
講
師
な
ど 

家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
学

び
た
い
方
。
地
域
の
助
け
合

い
の
た
め
に
学
び
た
い
方 

二
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
）

で
、
５
月　

日
（
必
着
）
ま

１６

で
に
�福
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協

議
会
さ
さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５

１６７

―　

―　

）
へ 

同
サ
ー
ビ

１５

１３

ス
�
５
３
４
７
‐
３
１
３
１

家
族
介
護
者
教
室

◇
高
齢
者
と
と
も
に
暮
ら
す

た
め
の
住
宅
改
修

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時

１８

〜
４
時 

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
さ
ん
じ
ゅ
阿
佐
谷
・
機

能
訓
練
室
（
阿
佐
谷
北
１
―

時

場

師

対定

費

申

問

時

場

２
―
１
） 

セ
ン
ト
ケ
ア　

リ
フ
ォ
ー
ム
杉
並
所
長
・
赤

堀
祐
子 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
阿
佐
谷
北

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８

‐
８
６
３
０
へ
（
先
着
順
）

 

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

◇
歯
の
治
療
を
あ
き
ら
め
て

い
た
方
へ
―
訪
問
歯
科
、

知
っ
て
る
？

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２１

　

分
〜
３
時 

天
沼
会
議
室

３０（
天
沼
２
―　

―　

） 

こ

３０

１０

ば
や
し
方
南
町
歯
科
院
長
・

小
林
幹
直 

区
内
在
住
の
方

 

四
〇
名 

無
料 

・ 

電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
記
入

例
参
照
）
で
、
ケ
ア　

荻
窪

２４

北
�
５
３
３
５
‐
５
８
８
１

�
５
３
３
５
‐
５
８
８
３
へ

（
先
着
順
）

◇
シ
リ
ー
ズ
・
元
気
が
出
る

快
護
術
（
快
護
＝
快
適
な

介
護
）
�
楽
す
る
老
人
介

護
〜
食
事
、
排
せ
つ
、
入

浴
、
認
知
症
の
ア
ド
リ
ブ

介
護
術

　
 

５
月　

日
�
午
後
２

２７

時
〜
４
時 

都
営
松
ノ
木

２
丁
目
第
３
ア
パ
ー
ト
集

会
室
（
松
ノ
木
２
―　

―
１４

３
・
松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の

家
隣
） 

介
護
福
祉
士
・

中
田
光
彦 

四
〇
名 

無

料 

・ 

電
話
で
、
松
ノ

木
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

１
８
‐
２
６
６
０
へ
（
先

着
順
）

師
定

費

申

問

他
時

場

師

対

定

費

申

問

時

場
師

定

費

申

問

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
学
び
ま
し
ょ
う
�



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月�日（日曜日）

�
区
民
科
学
教
室 

草
花
を
楽
し
も
う
！

　

草
花
の
寄
せ
植
え
と
観
葉
植

物
の
株
わ
け
を
学
び
な
が
ら
、

実
際
に
鉢
植
え
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
 

６
月
４
日
�
午
後
２
時
〜

４
時　

分 

科
学
館 

都
立
農

３０

芸
高
校
教
諭
・
佐
々
木
希
彰
、

片
山
南
美
子 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

四
〇
名
（
抽

選
） 

五
〇
〇
円
（
材
料
費
）

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例

参
照
）
で
、
５
月　

日
（
必
着
）

１３

ま
で
に
科
学
館
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
３
清
水
３
―
３
―　

）
へ 

１３

同
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

�
中
高
年
セ
ミ
ナ
ー 

仲
良
く
す
る
方
法
―
定
年

後
の
夫
婦
の
あ
り
方
・
次
世

代
と
の 
関 
わ
り
方

か
か

　
 

５
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１４

３
時　

分
（
１
時　

分
開
場
・

３０

４０

区
後
援
） 

産
業
商
工
会
館（
阿

佐
谷
南
３
―
２
―　

） 

�
倫

１９

理
研
究
所
（
日
本
家
庭
教
育
学

会
会
員
）・
雨
宮
と
よ
子 

一
〇

〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

�
倫
理
研

究
所
杉
並
地
区
・
下
田
�
３
３

１
２
‐
２
３
５
９

�
医
療
講
演
会 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
の

現
状
と
将
来
展
望

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１５

３
時
（
区
後
援
） 

高
井
戸
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
） 

順
天
堂
大
学

医
学
部
講
師
・
望
月
秀
樹 

一

〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

時

場

師

対
定

費

申

問

時

場

師定

費

申

問

時

場
師

定

費

申

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
・
有
賀

�
３
３
０
２
‐
０
６
６
７
ま
た

は
平
岩
�
３
３
９
０
‐
１
３
８

０�
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ 

チ
ョ
ウ
の
観
察
会

　

陽
気
に
誘
わ
れ
て
た
く
さ
ん

の
チ
ョ
ウ
が
舞
う
季
節
。
チ
ョ

ウ
の
生
態
の
解
説
を
聞
き
、
楽

し
い
観
察
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時

１５

１０

（
集
合
・
時
間
厳
守
）
〜
午
後

１
時
（
雨
天
決
行
） 

京
王
井

の
頭
線
富
士
見
ケ
丘
駅
改
札

（
集
合
）↓
玉
川
上
水
周
辺（
現

地
解
散
） 

昆
虫
研
究
者
・
北

原
俊
幸 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
（
小
学
三
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
） 

五
〇
名（
先

着
順
） 

五
〇
円
（
保
険
料
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

環
境

課
内
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く

ら
ぶ
事
務
局

�
学
校
開
放
公
開
講
座　
 

杉
十
小
郷
土
史
文
化
講
座

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お

り 

杉
並
第
十
小
学
校
図
書
室

（
和
田
３
―　

―　

） 

区
内

５５

４９

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

各

問

時

場

師
対

定

費

申

問

時

内

師

場

対
定

回
六
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

（
見
学
会
の
費
用
は
自
己
負

担
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
十
小
開
放
管
理
事
務
室
�
３

３
１
１
‐
２
５
２
３
（
平
日
＝

午
後
６
時
〜
８
時
／
土
・
日
曜

＝
午
後
２
時
〜
５
時
）

�
杉
の
樹
大
学
公
開
授
業 

安
全
・
安
心
は
ま
ち
の

売
り
も
の

　

杉
の
樹
大
学
「
暮
ら
し
と
ま

ち
づ
く
り
」
の
講
座
を
聴
講
し

ま
せ
ん
か
。
早
稲
田
商
店
会
の

実
践
報
告
で
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

１９

３０

分
〜
３
時　

分 

高
齢
者
活
動

３０

支
援
セ
ン
タ
ー
杉
の
樹
ホ
ー
ル

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
） 

早
稲
田
商
店
会
会
長
・
安
井
潤

一
郎 

区
内
在
住
で　

歳
以
上

６０

の
方 

五
〇
名
（
先
着
順
） 

費

申

問

時

場

師

対定

費

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ

�
３
３
３
４
‐
０
９
２
８

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

の
講
座

◇
ヤ
ゴ
救
出
の
基
礎
知
識

　

プ
ー
ル
開
き
の
前
に
ヤ
ゴ
を

救
出
し
よ
う
！

　
 

５
月　

日
�
午
後
４
時
〜

１１

６
時 

区
内
小
中
学
校
教
諭
お

よ
び
ヤ
ゴ
救
出
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方 

一
五

名 

無
料

◇
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

　

ペ
レ
ッ
ト
で
可
愛
い
ペ
ン
ダ

ン
ト

　

廃
材
（
ペ
レ
ッ
ト
）
を
利
用

し
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
り
ま

す
。

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

正
午 

小
学
四
〜
六
年
生 

二

申

問

時
対

定

費時
対

定

〈杉十小郷土史文化講座〉
講　　　師内　　　　容月　日

元中学校教諭　貝瀬　弘子開講式／蟻（あり）の熊野詣で５月１７日�

中央労働金庫　嶋内　雅人いよいよペイオフ解禁・はんらんする様
々な金融商品６月７日�

近代史研究家　　和田　昭ユダヤ人と人種平等主義と日本人のエピ
ソード　　２８日�

元中学校長　　関川　安男見学会　軽井沢・追分方面の探訪７月６日�
元都立高校教諭
　　　　　　　上島　光正樋口一葉の人生と作品をめぐって　　１９日�

元中学校教諭　川野　二葉義経記に描かれた悲劇の英雄８月９日�

弁護士　　　　吉峯　啓晴高齢者が人にだまされずに幸せな老後を
過ごすための法律知識９月６日�

元中学校長　　関川　安男歴史上から見た政権交代・桜田門外の変、
関が原の戦いなど　　２０日�

三浦半島ウオッチャー
　　　　　　　秋元　恭夫見学会　再び三浦半島を訪ねて１０月５日�

元小学校長　　神田　辰巳閉講式／できることと判ること　学校現
場の実態に則して　　１８日�

（注）１．講座の開催時間は、いずれも午後７時～８時３０分。
　　２．見学会の詳細は受講期間中に説明します。

〇
名 

無
料

☆

　
 

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

（
荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん

１５

１３

ぶ
る
荻
窪
） 

・ 

電
話
で
、

同
館
�
３
３
９
８
‐
３
１
９
１

へ
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
の
講
座

◇
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

重
曹
な
ど
を
利
用
し
た
安
心

で
楽
し
い
掃
除
の
仕
方
の
講
習

会
で
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

正
午 

二
〇
名 

二
〇
〇
円

◇
傘
布
か
ら
帽
子
づ
く
り

　
 

５
月　

日
�
・　

日
�
午

２０

２３

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
計

３０

３０

費
場

申

問

時
定

費

時

二
回
） 

一
六
名 

一
〇
〇
円

☆

　
 

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井

戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

 

・ 

電
話
で
、
同
ひ
ろ
ば
�

３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
（
い

ず
れ
も
先
着
順
／
水
・
木
曜
休

館
）

健
康
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

　

「
青
い
山
脈
」、「
ビ
ー
ト
ル

ズ
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
シ
ニ
ア
の

皆
さ
ん
に
も
聞
き
な
れ
た
音
楽

で
、
年
配
の
方
向
け
に
開
発
さ

れ
た
楽
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
で

す
。

　
 

５
月　

日
〜
７
・
９
・　

２０

１１

月
、　

年
１
・
３
月
の
第
三
金

１８

曜
日
、
午
後
２
時　

分
〜
３
時

１５

定

費

場
申

問
時

　

分（
い
つ
か
ら
で
も
参
加
可
）

４５
 

下
井
草
敬
老
会
館
（
下
井
草

３
―　

―
９
） 

ダ
イ
ヤ
ビ
ッ

１３

ク
ひ
ば
り
会 

区
内
在
住
で　
６０

歳
以
上
の
方 

二
〇
名
（
先
着

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

高
齢
者
施
策
課
い
き
が

い
活
動
支
援
係 

運
動
し
や
す

い
服
装
で
、
飲
料
水
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
―
音
楽

に
の
っ
て
ゆ
っ
た
り
し
た
育

児
タ
イ
ム
を
す
ご
し
ま
せ
ん

か
？

　
 

５
月　

日
�
・　

日
�
、

２１

２８

６
月　

日
�
・　

日
�
�
２
〜

１１

１８

４
歳
児
親
子
＝
午
前　

時
〜
�

１０

０
・
１
歳
児
親
子
＝
午
前　

時
１１

場

師
対定

費

申

問

他

時

〜
（
い
ず
れ
も
計
四
回
・
区
後

援
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

音
楽
を
使
っ

２２

３２

た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
リ
ズ
ム
遊

び
な
ど 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ

ボ
・
ぴ
ゅ
あ
会
員
講
師 

区
内

在
住
の
０
〜
４
歳
児
の
子
ど
も

と
保
護
者
で
、
全
回
参
加
で
き

る
方 

各
二
〇
組 

一
組
二
〇

〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
、親
子
の
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
住
所
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
５
月　

日
ま

１４

で
に
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ボ
･
ぴ

ゅ
あ
・
野
村
（
〒　

‐
０
０
１

１１６

２
和
田
３
―　

―
５
、
Ｅ
メ
ー

２１

ルla
p
is
-n
@
jc
o
m
.h
o
m
e

.n
e
.jp

）
へ
（
先
着
順
） 

野

村
�
５
９
３
０
‐
７
５
０
３

場

内

師

対

定

費

申

問

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

支
援
セ
ミ
ナ
ー

◇
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

呼
吸
器
障
害
者
本
人
や
家

族
を
対
象
に
、
生
活
の
中
で

の
不
安
の
軽
減
や
生
活
の
質

の
向
上
に
向
け
て
、
呼
吸
器

障
害
の
様
々
な
情
報
を
共
有

し
、
体
操
や
呼
吸
法
を
実
践

し
ま
す
。

　

参
加
者
相
互
の
交
流
も
図

り
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２４

　

分
〜
３
時　

分 

あ
ん
さ

３０

３０

ん
ぶ
る
荻
窪
（
荻
窪
５
―　
１５

―　

） 

・ 

�
講
話
「
息

１３
苦
し
さ
に
つ
い
て
、
呼
吸
器

疾
患
の
方
へ
」（
河
北
総
合
病

院
医
師
・
角
田
裕
美
）
�
体

操
と
呼
吸
法
�
「
杉
並
い
ぶ

き
の
会
」（
区
内
の
呼
吸
器
障

時

場

内

師

害
を
も
っ
た
方
の
グ
ル
ー

プ
）
と
の
懇
談
会 

呼
吸
器

障
害
者
と
家
族
、
関
係
者 

無
料 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
同
館
へ

◇
高
次
脳
機
能
障
害
と
退
院

後
の
生
活

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、

脳
血
管
疾
患
や
交
通
事
故
な

ど
で
脳
に
損
傷
を
受
け
、
思

考
・
記
憶
力
や
判
断
力
の
低

下
、
言
語
障
害
な
ど
様
々
な

症
状
が
起
き
た
状
態
を
い
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
退

院
後
の
生
活
に
焦
点
を
当

て
、
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
や
訓
練
の
紹
介
、

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま

す
。
家
族
だ
け
で
悩
ま
な
い

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

対

費

申

さ
い
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時

２８

　

分
〜
４
時 

杉
並
障
害
者

３０福
祉
会
館 

�
高
次
脳
機
能

障
害
に
つ
い
て
�
都
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
更
生

施
設
で
の
取
り
組
み
�
地
域

で
の
通
所
な
ど
の
紹
介
�
懇

談
会
な
ど 

高
次
脳
機
能
障

害
者
と
家
族
、
関
係
者 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

要
約
筆
記
講
習
会

　

聴
覚
障
害
者
お
よ
び
高
齢

難
聴
者
へ
の
文
字
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
方

法
を
学
び
ま
す
。

　
 

・ 

�
５
月　

日
�
午

２１

後
１
時　

分
〜
４
時　

分
＝

３０

３０

要
約
筆
記
の
概
要
説
明
と
体

験
講
座
�
６
月
８
日
〜　

月
１０

時

場
内対

費

申時

内

５
日
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後

２
時
〜
４
時
＝
要
約
筆
記
講

習
会
（
８
月　

日
・　

日
を

１０

１７

除
く
・
計
一
六
回
） 

杉
並

障
害
者
福
祉
会
館 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
以

１８

上
の
方 

�
の
み
二
〇
名

（
抽
選
） 

�
は
無
料
、
�

は
二
五
〇
〇
円
（
教
材
費
）

 

�
は
当
日
、直
接
会
場
へ
。

�
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
で
、
５
月　

日
２３

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
同
会

館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
４

１６８―　

―
５
）
へ

１０

☆

　
 

杉
並
障
害
者
福
祉
会
館

（
高
井
戸
東
４
―　

―
５
�

１０

３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
） 場

対

定
費

申
問

開催日と
会場

成人祝賀の
つどい

　杉並公会堂が改築中のため、平成１８年
の「成人祝賀のつどい」は、「成人の日の
前日」、１月８日�に開催します。会場
は、中野サンプラザホール（中野区中野
４‐１‐１）です。

　 児童課子ども青少年係問

障
害
者
福
祉
会
館
の
講
座

障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害
をををををををををををををを
学学学学学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううう
・・・・・・・・・・・・・・
理理理理理理理理理理理理理理
解解解解解解解解解解解解解解
しししししししししししししし
よよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううう

障
害
を
学
ぼ
う
・
理
解
し
よ
う
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区
立
保
育
園
を
運
営
す

る
事
業
者

　

荻
窪
北
保
育
園
お
よ
び
高
円

寺
北
保
育
園
を
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
す
る
事
業
者
を
そ
れ

ぞ
れ
公
募
し
ま
す
。

　

運
営
開
始
は　

年
４
月
の
予

１８

定
で
す
。

　
 

公
募
期
間
＝
５
月
１
日
�

〜
６
月　

日
� 

東
京
都
、
神

１０

奈
川
県
、
埼
玉
県
お
よ
び
千
葉

県
に
お
い
て
、
認
可
保
育
所
を

運
営
し
て
い
る
事
業
者
（
公
設

民
営
実
施
園
の
運
営
を
含
む
）

 

保
育
課
事
業
者
公
募
担
当
へ

◇
公
募
説
明
会
の
開
催

　
 

５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

 

区
役
所
中
棟
六
階
第
四
会
議

室 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　
 

保
育
課
事
業
者
公
募
担
当

区
立
学
校
補
助
教
員

　
 

担
当
教
員
と
の
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
二
人
指
導
体

制
）
に
よ
る
授
業
補
助
な
ど
▽

勤
務
期
間
な
ど
＝
６
月
１
日
〜

　

年
３
月　

日
の
午
前
８
時
〜

１８

３１

午
後
５
時
の
間
で
、
指
定
す
る

時
間
（
実
働
六
時
間
）
▽
勤
務

日
数
＝
原
則
月
二
〇
日
以
内

（
長
期
休
業
期
間
中
は
除
く
）

▽
勤
務
場
所
＝
区
立
小
・
中
学

校
▽
資
格
＝　

年
３
月　

日
現

１８

３１

在　

歳
未
満
で
、小
学
校
全
科
・

４０
中
学
校
数
学
・
中
学
校
英
語
の

時

対

申
時

場
申問内

い
ず
れ
か
の
教
諭
免
許
状
を
有

す
る
方
▽
時
給
な
ど
＝
一
三
三

〇
円
。
有
給
休
暇
あ
り
、
社
会

保
険
加
入
。
交
通
費
支
給
（
月

額
一
万
円
限
度
）
▽
募
集
人
数

＝
五
名 

所
定
の
応
募
書
類

（
教
育
委
員
会
指
導
室
で
配

布
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
り
出
せ
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
５
月　

日
（
必
着
）

２４

ま
で
に
教
育
委
員
会
指
導
室

（
区
役
所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送

ま
た
は
持
参 

指
導
室

�
桃
三
ふ
れ
あ
い
の
家 

介
護
職
員
（
非
常
勤
）

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

介
護
業
務
▽
勤
務
日
な
ど
＝
週

三
〜
四
日
、
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
▽
勤
務
場
所
＝

３０

桃
三
ふ
れ
あ
い
の
家
（
西
荻
北

２
―　

―
７
）
▽
資
格
な
ど
＝

１０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
特
質
に
賛
同

し
、
熱
意
の
あ
る
方
。
介
護
福

祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

▽
時
給
＝
一
〇
〇
〇
円
〜
▽
募

集
人
数
＝
一
名 

・ 

桃
三
ふ

れ
あ
い
の
家
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

も
の
会
）
�
５
３
１
１
‐
３
６

３
１
へ

「
日
本
語
交
流
会
」
日

本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

文
化
・
交
流
協
会
で
は
毎
年
、

外
国
人
の
た
め
の
「
日
本
語
交

流
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
が
日
本
語
で
の
会
話
を

通
し
て
日
本
の
文
化
を
学
ん
だ

り
、
日
本
人
と
交
流
を
深
め
た

り
す
る
会
で
す
。

　

交
流
会
を
行
う
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

６
月
４
日
〜
７
月
９
日
の

毎
週
土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時 

職
員
会
館
（
成
田
東
５
―

　

―
７
） 

文
化
・
交
流
協
会

４１

申

問

内

申

問

時場

対

に
会
員
と
し
て
登
録
し
、
同
協

会
の
行
事
に
積
極
的
に
協
力
い

た
だ
け
る
方 

一
〇
名 

申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

５
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同

１７

協
会
へ
郵
送
。
申
込
用
紙
は
郵

送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、
あ
れ
ば
フ
ァ
ク
ス
番

号
も
書
い
て
、
同
協
会
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い 

文
化
・
交
流

協
会
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐

１６６

谷
南
１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐

１４

ケ
谷
ビ
ル
五
階
�
５
３
７
８
‐

８
８
３
３
�
５
３
７
８
‐
８
８

４
４
）

税
額
通
知
書
を
発
送
し

ま
す

　
　

年
度
の
特
別
区
民
税
・
都

１７
民
税
・
特
別
徴
収
分
（
給
与
か

ら
住
民
税
を
引
か
れ
て
い
る

方
）
の
税
額
通
知
書
を
５
月　
１０

日
付
け
で
特
別
徴
収
義
務
者

（
給
与
支
払
者
）
へ
送
付
し
ま

す
。

　

普
通
徴
収
分
（
個
人
で
納
付

さ
れ
て
い
る
方
）
の
納
税
通
知

書
は
６
月
に
発
送
予
定
で
す
。

　
 

課
税
課

高
円
寺
会
館
設
計
者
選

定
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
催

　

高
円
寺
会
館
改
築
設
計
者
選

定
資
質
評
価
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

（
提
案
方
式
）
の
第
三
次
審
査

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を

一
般
公
開
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

１４

３０

分
〜 

高
円
寺
会
館
（
高
円
寺

北
２
―
１
―
２
） 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

区
民
生
活
部
管
理

定

申

問

問時
場

申

問

課
施
設
計
画
担
当 

５
月
９
日

�
〜　

日
�
に
、
第
一
次
審
査

１３

で
選
ば
れ
た
提
案
書
を
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す

�
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
へ 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い

て
、
外
地
な
ど
（
事
変
地
の
区

域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服

さ
れ
た
標
記
の
方
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く
）に
対
し
て
、

そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
二
年
間
延
長
さ

れ
、　

年
３
月　

日
ま
で
に
な

１９

３１

り
ま
し
た
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係
へ 

総
務
省
大
臣
官
房

管
理
室
業
務
担
当
�
５
２
５
３

‐
５
１
８
２

４
月
に
接
種
で
き
な
か

っ
た
方
の
た
め
の
春
の

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

今
回
の
追
加
接
種
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
次
回
は
秋
の

接
種
と
な
り
ま
す
（
９
月
ご
ろ

を
予
定
）。

　

お
手
元
の
予
防
接
種
冊
子
中

の
ポ
リ
オ
予
診
票
を
切
り
離
し

て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
っ
て
、
お
近
く

の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

転
入
さ
れ
た
方
お
よ
び
７
歳
６

カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方
は
、

各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
個
別

の
通
知
は
し
ま
せ
ん
。

　

発
熱
・
下
痢
・
急
性
疾
患
な

ど
、
当
日
の
予
診
結
果
に
よ
っ

他

申

問

て
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
 

・ 

右
表
の
と
お
り 

予

防
接
種
の
流
れ
＝
検
温
↓
受
付

↓
予
診
↓
承
認
の
署
名
↓
ワ
ク

チ
ン
服
用
▽
受
付
時
間
＝
午
後

１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間

１５

３０

厳
守
。
検
温
の
た
め
の
番
号
札

は
０
時　

分
か
ら
配
布
／
接
種

４５

開
始
は
１
時　

分
か
ら
） 

杉

３０

並
保
健
所
保
健
予
防
課
�
３
３

９
１
‐
１
０
２
５ 

車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

赤
十
字
会
員
募
集
運
動

月
間

　

５
月
１
日
�
〜　

日
�
の

３１

間
、
赤
十
字
の
会
費
・
寄
付
金

の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
区
内
で
二
一
〇
〇

万
円
余
り
の
温
か
い
善
意
（
会

費
・
寄
付
金
）
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の

会
費
・
寄
付
金
は
、
国
際
救
援

活
動
を
は
じ
め
、
災
害
救
護
、

献
血
な
ど
の
事
業
推
進
の
た
め

の
貴
重
な
資
金
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
期
間
中
に
皆
さ

ん
の
お
宅
に
赤
十
字
協
賛
委
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係

時

場

内問

他

問

都
営
住
宅
入
居
者

　
 

募
集
戸
数
＝
家
族
向
・

単
身
者
向（
一
般
募
集
住
宅
）

＝
一
六
八
七
戸
／
定
期
使
用

住
宅（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）

＝
三
〇
戸
／
若
年
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
＝
三
〇
戸 

次
の
す
べ

て
に
あ
て
は
ま
る
方
�
都
内

に
居
住
す
る
成
年
者
で
、
そ

の
こ
と
が
住
民
票
な
ど
で
証

明
で
き
る
こ
と
�
同
居
す
る

親
族
が
い
る
こ
と
（
一
部
単

身
で
も
申
し
込
み
可
）
�
所

得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

あ
る
こ
と
�
住
宅
に
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
※
詳
し
く
は

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
郵
送
。
５
月　

日
２３

ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に
届
い

た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
▽
申
込
書
配
布
期
間
＝
５

月
９
日
〜　

日
（
各
配
布
場

１８

所
の
休
業
日
を
除
く
）
▽
申

込
書
配
布
場
所
＝
住
宅
課

内

対

申

（
区
役
所
西
棟
五
階
）、福
祉

事
務
所
、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
駅
前
事
務
所
。
区
役
所

で
は
夜
間
と
休
日
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
込
書

の
配
布
期
間
中
の
み
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す 

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
、
祝

日
除
く
）
�
０
５
７
０
‐
０

１
０
８
１
０
（
５
月　

日
ま

１８

で
）、�
３
４
９
８
‐
８
８
９

４（　

日
以
降
）、
ホ
ー
ム
ペ

１９
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.to
-k

o
u
s
y
a
.o
r.jp
/

ま
た
は
区

住
宅
課 

公
営
住
宅
入
居
あ

っ
せ
ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い�
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の

里 空
き
室
待
ち
登
録
者

　

み
ど
り
の
里
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
設
置
さ
れ
た
高
齢

者
住
宅
で
す
。

　

「
空
き
室
待
ち
登
録
者
」

の
募
集
は
、
す
で
に
開
設
し

て
い
る
み
ど
り
の
里
に
つ
い

て
、
登
録
期
間
内
に
空
き
室

が
出
た
と
き
に
入
居
資
格
審

査
対
象
者
と
な
る
方
を
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
く
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

　
 

登
録
期
間
＝
７
月
１
日 問

他

内

〜　

年
６
月　

日
（
登
録
期

１８

３０

間
内
に
空
き
室
が
出
な
い
と

入
居
で
き
ま
せ
ん
）
▽
募
集

登
録
者
数
＝
単
身
世
帯
用
＝

二
〇
名
、
二
人
世
帯
用
＝
八

名
▽
住
宅
使
用
料
（
月
額
）

＝
単
身
世
帯
＝
一
万
五
〇
〇

〇
円
〜
四
万
円
、
二
人
世
帯

＝
一
万
九
四
〇
〇
円
〜
五
万

六
七
〇
〇
円 

次
の
す
べ
て

に
あ
て
は
ま
る
方
�　

歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、

ま
た
は　

歳
以
上
の
方
と　

６５

６０

歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
て

い
る
二
人
世
帯
の
方（
夫
婦
・

親
子
な
ど
二
親
等
以
内
の
血

族
に
限
る
）
�
区
内
に
引
き

続
き
二
年
以
上
住
ん
で
い
る

方
�
平
成　

年
１
月
〜　

月

１６

１２

ま
で
の
世
帯
の
所
得
が
定
め

ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

�
自
立
し
て
生
活
が
営
め
る

方
�
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い 

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
。

５
月　

日
ま
で
に
杉
並
郵
便

２０

局
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
▽
申
込
書
配
布

期
間
＝
５
月
９
日
〜　

日
１８

（
各
配
布
場
所
の
休
業
日
を

除
く
）
▽
申
込
書
配
布
場
所

＝
住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）、福
祉
事
務
所
、区
民
事

務
所
・
分
室
、駅
前
事
務
所
。区

役
所
で
は
夜
間
と
休
日
も
配

布
し
て
い
ま
す
▽
抽
選
日
＝

５
月　

日
� 

住
宅
課

２６

対申問

〈ポリオ予防接種〉
会場の保健センター実施日

荻窪（荻窪５‐２０‐１）５月９日�
高井戸（高井戸東３‐２０‐
３）　　１１日�

荻窪、上井草（上井草３‐
８‐１９）　　１６日�

高円寺（高円寺南３‐２４‐
１５）　　１８日�

和泉（和泉４‐５０‐６）　　２０日�
荻窪　　２３日�

・
都
営
住
宅
入
居
者

・
高
齢
者
住
宅
み
ど
り
の
里

　
　
　
　
　

空
き
室
待
ち
登
録
者

募
集
し
ま
す



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

�������●５平成１７（２００５）年�月�日（日曜日）

１７年度区民健診 ･がん検診のお知らせ
区内にお住まいで、職場などに健(検)診の機会がない場合は、区民健診・各種がん検診を受ける
ことができます。申込方法、対象年齢などは、下表をご覧ください。
※入院、加療中の場合は、受診することができません。

問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５

備　　　考費用受診場所受診期間
対象年齢

（１８年３月３１
日現在）

健（検）診
名

【申込締切】郵送受付＝誕生月前から受
診期間内必着、窓口受付＝受診期間内の
受診できる日まで 
◆申込みの必要がない方◆
次の方には誕生月の前月末に受診票を送
ります。�６５歳の方�６６歳以上と６４歳以
下の方で、１５年度以降の区民健診を受診
した方

無料指定医
療機関

誕生月の１
日 ～ 末 日
（誕生月に
受診できな
かった場合
は誕生月の
翌 々 月 ま
で）

３０歳以上

区民健診
（同時に大
腸がん検
診も受け
られます）

【申込み】区民健診を受診する際に医師
にご相談ください。
※前立腺がん検査だけの受診はできませ
　ん。
※他区の医療機関では検査できません。

７００
円

区内の
指定医
療機関

区民健診と
同時に受診
できます

５０・５５・６０・
６５・７０歳

前立腺
がん検査

【申込締切】（必着）第１回＝６月１０日�、
第２回＝７月８日�、最終締切＝８月１５
日�
※各締切日の月末に受診票を郵送します。

１０００
円指定医

療機関
７月１日～
９月３０日

３５歳以上肺がん
検　診

１０００
円５５歳以上喉頭がん

検　診

【申込締切】毎週金曜日（必着）
※翌週に受診票を送付します。最終締切
日＝１８年２月１０日�（必着）。

１０００
円

指定医
療機関

４月１日～
１８年２月２８
日

２０歳以上で
偶数年齢

子宮がん
検　診

１０００
円

４月２０日～
１８年２月２８
日

４０歳以上で
偶数年齢

乳がん
検　診

◆６月の胃がん検診◆

X線検査の集団検診。定員４０名。
【申込締切】受診希望日の２週間前の火
曜日（必着）
【申込み先】杉並区医師会（下記参照）
◆次の方は申し込みをご遠慮ください◆
�胃の手術を受けたことがある�現在、
胃および十二指腸の疾病治療中または経
過観察中�妊娠中または妊娠の可能性が
ある�おおむね１年以内に胃がん検診
（血清ペプシノーゲン検査を含む）を受
けた方

１０００
円

杉並保
健所３
階がん
検診室

６月２日～
３０日の木・
金・土曜日
午前９時～
午前中

３５歳以上胃がん
検　診

※がん検診を受診する場合の費用は、受診する窓口でお支払いください。なお、生活保護世帯の方は、費
用が免除されますので、事前に健康推進課へお問い合わせください。（要申請）

申込方法（ハガキは健（検）診ごとに１人１枚。ただし乳がん、子宮がんは１枚で可）健（検）診名

【記入内容】�○○健（検）診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）
�性別（乳がん、子宮がんは不要）�電話番号
【あて先】〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１杉並保健所健康推進課

区民健診
肺がん
喉頭がん
乳がん
子宮がん

【記入内容】�胃がん検診希望�住所�氏名（フリガナ）�生年月日（年齢）�性
別�電話番号�受診希望日（第３希望まで）
【あて先】〒１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８‐８杉並区医師会胃がん検診担当

胃がん

　

小
学
校
第
三
学
年
修
了
前

（
９
歳
到
達
後
最
初
の
３
月　
３１

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て

い
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

�
杉
並
区
に
住
所
が
あ
る
こ
と

（
在
留
資
格
の
あ
る
外
国
人
を

含
む
。
た
だ
し
短
期
滞
在
な
ど

を
除
く
）

�
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と

�
申
請
者
の
所
得
金
額
が
下
表

で
定
め
る
所
得
限
度
額
未
満
で

あ
る
こ
と

◇
所
得
制
限

　
　

年
中
の
所
得
金
額
か
ら
Ｂ

１６
表
で
該
当
す
る
控
除
額
を
差
し

引
い
た
後
の
金
額
が
、
Ａ
表
の

限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば
対
象
に

な
り
ま
す
。

▽
給
与
所
得
者
＝
源
泉
徴
収
票

の「
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
」

▽
事
業
所
得
者
＝
確
定
申
告
書

の
「
所
得
金
額
」

▽
扶
養
人
数
＝
税
法
上
の
扶
養

人
数

◇
手
当
月
額

　

第
一
子
・
第
二
子
＝
各
五
〇

〇
〇
円
／
第
三
子
以
降
＝
一
万

円◇
申
請
場
所

　

児
童
課
（
区
役
所
東
棟
三

階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
／
児
童
課
は
郵
送
に

よ
る
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

◇
そ
の
他

�
す
で
に
手
当
を
受
給
し
て
い

て
、
養
育
し
て
い
る
児
童
の
人

数
が
変
わ
ら
な
い
方
は
、
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
５
月　

日
３１

ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
６
月
分

か
ら
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
過
去
に
手
当
を
受
け
て
い
た

方
で
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
方
で

も
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

�
右
表
は
６
月
１
日
に
改
定
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
個
別
に
お
知
ら
せ
は
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。☆

　
 

児
童
課
子
ど
も
医
療
・
手

当
係 問

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

相
続
や
金
銭
に
関
す
る
法
的

書
類
の
作
成
や
、
年
金
・
社
会

保
険
の
相
談
、
国
の
仕
事
へ
の

苦
情
な
ど
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１３

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

東
京
都
行
政
書
士
会
杉
並
支
部

�
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
５
３

７
ま
た
は
区
政
相
談
課 

関
係

資
料
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く

だ
さ
い

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
の
無
料
相
談
会

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１９

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
建
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
業
者
に
つ
い
て

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。

　

区
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
か

の
よ
う
に
勧
誘
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し

た
業
者
は
区
と
は
一
切
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。不
審
に
思
っ
た
ら
、

早
め
に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☆

　
 

建
築
課
監
察
・
防
災
係

�
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー 

５
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　

お
子
さ
ん
に
関
す
る
心
配
事

や
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
相
談

員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１２

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

時
場

費

申

問

他

時
場

申

他

問時

場

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者
と

関
係
者 

無
料 

前
日
ま
で
に

電
話
で
、
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー

�
５
３
７
８
‐
０
９
６
１
へ
予

約 

同
セ
ン
タ
ー 

当
日
、
会

場
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　
 

助
成
額
＝
本
体
購
入
価
格

の
二
分
の
一
（
上
限
二
万
円
）

 

区
内
の
販
売
店
で　

年　

月

１６

１１

１
日
以
降
に
購
入
ま
た
は
購
入

予
定
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
。
�
区
内
在
住
�
購

入
し
た
生
ご
み
処
理
機
を
区
内

で
継
続
し
て
使
用
す
る
�　

年
１７

度
中
に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入

費
の
助
成
を
受
け
な
い 

五
〇

件
（
抽
選
） 

往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
購
入

（
予
定
）
機
種
・
購
入
理
由
も

書
い
て
、
５
月　

日
（
消
印
有

３１

効
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
係
へ
。
当
選
通
知

を
受
け
た
後
に
、
領
収
書
ほ
か

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い 

同
係 

生
ご
み
処

対

費

申

問

他

内
対

定

申
問

他

理
機
と
は
生
ご
み
を
温
風
乾
燥

や
微
生
物
分
解
な
ど
で
減
量
・

消
滅
さ
せ
る
機
器
で
す

図
書
館
の
臨
時
休
館

（
５
月
分
）

　

蔵
書
の
点
検
な
ど
を
行
う
た

め
、
右
表
の
と
お
り
臨
時
休
館

し
ま
す
。

　

休
館
中
も
、
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

（h
ttp
://w
w
w
.lib
ra
ry
.

c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.to
k
y
o
.j

p
/

）
は
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
資
料
の
取
り
寄
せ
に
つ
い

て
は
、
通
常
よ
り
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
 

各
図
書
館
（
右
表
）

問

〈児童手当〉
◇Ａ表　所得限度額（１７年５月１日現在）

厚生年金等
加入者

国民年金加入者
年金未加入者

扶養人数
（税法上）

４６０万円３０１万円０人
４９８万円３３９万円１人
５３６万円３７７万円２人
５７４万円４１５万円３人

※以下扶養人数が１人増すごとに所得制限は
３８万円増加します。
◇Ｂ表　所得金額からの控除額

８万円一律控除
２７万円勤労学生・寡婦・寡夫控除
３５万円特別寡婦控除
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共
済等掛金控除

６万円老人扶養控除（１人につき）

児童手当児童手当
該当すると思われる方は該当すると思われる方は

申請を申請を

〈図書館の５月の臨時休館日〉
休館日図書館名

５月９日�
　　　～１２日�

西荻（西荻北２‐３３‐９
�３３０１‐１６７０）

５月１６日�
　　　～２０日�

南荻窪（南荻窪１‐１０‐
２�３３３５‐７３７７）

５月２３日�
　　　～２６日�

高円寺（高円寺南２‐３６
‐２５�３３１６‐２４２１）

５月３０日�
　～６月２日�

柿木（上井草１‐６‐１３
�３３９４‐３８０１）
※定例休館日も含まれています。
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１７（２００５）年�月�日（日曜日）

〈�杉並区シルバー人材センターパソコン教室〉
�清水教室（清水３‐２２‐４・２階）

受講料コース番号・日程コース名
パソコン入門講座

８９００円Ａ‐１　６月６日～２７日の毎週月曜午前
Ａ　初めてのパソコン ８９００円Ａ‐２　６月６日～２７日の毎週月曜午後

８９００円Ａ‐３　６月８日～２９日の毎週水曜午後
８９００円Ｂ‐１　６月７日～２８日の毎週火曜午後Ｂ　パソコンもっと上達 ８９００円Ｂ‐２　７月１日～２２日の毎週金曜午後
１万
７５００円

ＡＢ‐１
　　６月３日～７月２２日の毎週金曜午前ＡＢ連続

パソコン初級講座
８９００円Ｃ‐１　６月８日～２９日の毎週水曜午前Ｃ　楽しいインターネットＥメール
８９００円Ｅ‐１　６月９日～３０日の毎週木曜午前Ｅ　楽しい表計算（Excel）

８９００円Ｆ‐１　６月９日～３０日の毎週木曜午後Ｆ　楽しいデジカメ（デジタルカメラとＵＳ
　　Ｂケーブルを持参できる方）

８９００円Ｇ‐１　７月４日～１２日の毎週月・火曜午前Ｇ　楽しいスライドショー（PowerPoint）※
６７００円Ｈ‐１　７月４日～１１日の毎週月・火曜午後Ｈ　楽しいブログ（Web上日誌）を作ろう

パソコン応用講座（趣味・実用編）
８９００円Ｍ‐１　７月６日～１４日の毎週水・木曜午前Ｍ　我が家で使えるWord　※
８９００円Ｎ‐１　７月６日～１４日の毎週水・木曜午後Ｎ　我が家で使えるExcel　※
８９００円Ｏ‐１　６月７日～２８日の毎週火曜午前Ｏ　もっと使えるインターネットＥメール※

�阿佐谷教室（阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル７階）
パソコン入門講座

８９００円Ａ‐１０　６月４日～２５日の毎週土曜午前Ａ　初めてのパソコン
８９００円Ｂ‐１０　６月４日～２５日の毎週土曜午後Ｂ　パソコンもっと上達

パソコン初級講座
８９００日Ｃ‐１０　６月３日～２４日の毎週金曜夜間Ｃ　楽しいインターネットＥメール
８９００円Ｅ‐１０　７月５日～２６日の毎週火曜夜間Ｅ　楽しい表計算（Excel）

８９００円Ｉ‐１０　６月５日～２６日の毎週日曜午前
Ｉ　楽しいビデオ編集（MovieMaker／デジ
　　タルビデオカメラ〈ミニＤＶ方式〉およ
　　び付属品を持参できる方）※
パソコン中級講座

８９００円Ｊ‐１０　７月６日～２７日の毎週水曜夜間Ｊ　使いこなすWord
８９００円Ｋ‐１０　７月９日～３０日の毎週土曜午前Ｋ　使いこなすExcel

パソコン応用講座（仕事編）

８９００円Ｌ‐１０　７月９日～３０日の毎週土曜午後Ｌ　仕事に役立つOffice総合
　　（Word・Excel・PowerPoint）
�浴場教室　こがね湯（下高井戸４‐１７‐１７）
パソコン入門講座

８９００円Ａ‐２０　６月９日～１７日の毎週木・金曜午後Ａ　初めてのパソコン
８９００円Ｂ‐２０　７月７日～１５日の毎週木・金曜午後Ｂ　パソコンもっと上達

（注）１．WindowsXP，MicrosoftOffice２００３使用。２．午前＝１０時～正午／午後＝１時～３時／夜間＝
６時３０分～８時３０分。３．受講料はテキスト代を含みます。４．※は新規コースです。

　杉並区視覚障害者福祉協会が、区の委託を受け
てさまざまな事業を行っています。
◇一般の方を対象に、三療（ハリ・マッサージ・
きゅう）を行っています
　 午前９時～午後９時（受付は午後７時まで／
毎週水曜、第３月曜日休業） 一術＝初回４０００円、
２回目以降３６００円／二術＝初回５５００円、２回目以
降５０００円
◇三療施術者を募集しています
　ハリ・マッサージ・きゅう師の免許をお持ちの
視覚障害者で、自営または就職されることが困難
な方に対し、仕事の場を提供します。
◇各種教室
　 下表のとおり 無料 電話で、同会館へ（抽
選）。Ｄは当日、直接会場へ

時

費

内 費 申

杉並視覚障害者会館「杉並アイプラザ」
（〒１６７‐００５２南荻窪３‐２８‐１０�３３３３‐３４４４）

〈視覚障害者会館の各種教室〉
開催日教室名（定員）

６月～１２月（８月を除く）の第１～
３火曜日と、１８年１月の第２・３火
曜日、午前１０時～正午（計２０回）

点字
（２０名）Ａ

６月１・８・２９日、７月６・１３日、
９月１４・２８日、１０月５・１２日、１１月
２日（いずれも水曜日）の午前１０時
～正午（計１１回）

パソコン
（１０名）Ｂ

５月～１８年３月の第３水曜日（８月
を除く）の午前１０時３０分～午後１時
３０分（計１０回）

料理
（１５名）Ｃ

９月７日�、１８年２月８日�の午後
１時３０分～３時３０分

三療
（計２回）Ｄ

（注）Ａ・Ｂ＝ボランティアの方も参加できます。Ｂ
＝視覚障害者にパソコンを指導するアシスタント
養成の講習です。マウスを使わず、パソコンが発
する合成音を聞きながらキー操作する方法を習得
します。Ｃ＝男性の方も奮ってご応募ください。
Ｄ＝三療資格が必要です。

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

新
規
コ
ー
ス
が
加
わ
り
全
テ

キ
ス
ト
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
教

え
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

左
下
表
の
と
お

り 

区
内
在
住
の
方 

各
コ
ー

ス
一
〇
名 

ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）
に
、
昼
間
の
連
絡

先
・
希
望
コ
ー
ス
番
号
（
第
二

希
望
ま
で
）・
教
室
名
・
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
希
望
の
有
無
も
書
い

て
、
５
月　

日
（
消
印
有
効
）

１０

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
清
水
分
室

（
〒　

‐
０
０
３
３
清
水
３
―

１６７

　

―
４
）
へ 

清
水
分
室
�
３

２２３
９
４
‐
２
２
５
３ 

個
人
指

導
や
各
種
設
定
の
出
張
サ
ー
ビ

ス
（
一
時
間
あ
た
り
一
九
八
〇

円
）
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
時

場

費

対

定

申
問

他

★
都
立
西
高
等
学
校
公
開
講
座

「
初
心
者
の
た
め
の
短
歌
創

作
」

　

短
歌
創
作
の
初
歩
を
学
び
、

添
削
を
通
じ
て
実
作
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
 

６
月　

日
�
、
７
月　

日

２５

２３

�
、
９
月　

日
�
、　

月　

日

１７

１０

１５

�
の
午
後
２
時
〜
４
時
（
９
・

　

月
は
１
時
か
ら
・
計
四
回
）

１０
 

都
立
西
高
等
学
校 

同
校
国

語
科
教
員
・
重
村
弘
之 

二
〇

名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参

照
）に
性
別
も
書
い
て
、　

５
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
都

２０立
西
高
等
学
校
（
〒　

‐
０
０

１６７

時
場

師
定

費

申

８
１
宮
前
４
―　

―　

）
へ 

２１

３２

同
校
�
３
３
３
３
‐
７
７
７
１

★
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研

究
所
公
開
講
演
会
「
日
本
と
中

国
の
七
夕
詩
」

　
 

５
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

１５

分
〜
２
時　

分
（
０
時　

分
開

４５

４５

場
） 

東
京
女
子
大
学
（
善
福

寺
２
―
６
―
１
） 

京
都
大
学

名
誉
教
授
・
興
膳
宏 

三
五
〇

名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

同
大
学
教
育
研

究
支
援
課
�
５
３
８
２
‐
６
４

７
０ 

行
事
案
内
（
テ
ー
プ
に

よ
る
応
答
）
�
５
３
８
２
‐
６

７
４
９
、
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp
://w
w
w
.tw
c
u
.a
c 問

時
場

師
定

費

申

問

他

.jp★
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
の

年
金
相
談
時
間
延
長
と
休
日
相

談
　

年
金
相
談
窓
口
の
受
付
時
間

を
、
毎
週
月
曜
日
に
延
長
す
る

と
と
も
に
、
毎
月
第
二
土
曜
日

に
も
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
の
際
に
は
、
本
人
確
認

の
た
め
�
年
金
手
帳
や
年
金
証

書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か

る
も
の
�
運
転
免
許
証
な
ど
身

分
の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
両

方
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
各
種
通

知
書
の
再
発
行
を
ご
希
望
の
場

合
な
ど
に
は
、
印
鑑
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
の
方
が
相
談
す

る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
 

時
間
延
長
＝
毎
週
月
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

（
火
曜
〜
金
曜
は
５
時
ま
で
）

▽
休
日
相
談
＝
毎
月
第
二
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

 

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中

央
年
金
相
談
室
（
高
井
戸
西
３

―
５
―　

） 

当
日
、
直
接
同

２４

セ
ン
タ
ー
へ 

社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
中
央
年
金
相
談
室
�

５
３
４
４
‐
１
２
０
０
（
相
談

実
施
日
時
確
認
専
用
電
話
）

時
場

申問

◇
５
月
〜
９
月
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い

季
節
で
す

　

猛
暑
と
な
っ
た
昨
年
は
、

注
意
報
の
発
令
が
一
四
回
と

多
い
年
で
し
た
。
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
発
生
は
そ
の
年
の

気
象
状
況
に
よ
り
毎
年
異
な

り
ま
す
が
、
今
年
も
注
意
が

必
要
で
す
。

◇
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
た
ら

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴

天
で
風
が
弱
く
気
温
が
高
い

と
き
に
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
、
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

と
き
は
、
区
内
一
一
九
カ
所

に
あ
る
防
災
行
政
無
線
屋
外

放
送
塔
の
霧
笛
音
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
右
下
図
）

　

そ
の
ほ
か
、
区
の
施
設
や

学
校
・
薬
局
な
ど
に
「
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
発
令

中
」の
垂
れ
幕
を
出
し
ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と

き
は
、
屋
外
運
動
は
控
え
、

な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
自
動

車
の
使
用
も
控
え
て
く
だ
さ

い
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
と
き

　

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、

の
ど
が
痛
く
な
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
洗
眼
や
う
が
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

息
苦
し
い
と
き
は
、
涼
し

い
と
こ
ろ
で
安
静
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
害
に
あ
っ
た
と

き
は
、
杉
並
保
健
所
保
健
予

防
課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２

５
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
は
、

大
気
汚
染
テ
レ
ホ
ン
フ
ァ
ク

ス
サ
ー
ビ
ス
�
５
３
２
０
‐

７
８
０
０
や
都
環
境
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.

k
a
n
k
y
o
.m
e
tro
.to
k
y

o
.jp

で
も
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
杉
並
区
は
、
都
内
八
つ

の
発
令
地
域
の
う
ち
、
区
西

部
地
域
に
属
し
ま
す
）

問

他

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月�日（日曜日） �������

�区民体育祭夏季大会
◇ダンススポーツ
　 ７月１０日�午前９時～ 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 団体戦、杉並区
クローズド個人戦（スタンダード、ラテン）、一般来場者によるダンスタイム 
区内在住・在勤・在学または区内のサークル在籍者 １人３００円 ・ チーム対
抗戦出場希望者は、６月１０日までに区ダンススポーツ連盟・高橋真理子�・�０４２２
‐３１‐３４７５）へお問い合わせください。大会要項、申込書をお送りします。ダン
スタイムに参加希望の方は、当日直接会場へ ダンスシューズまたはスニーカー
を持参してください
�区民体育祭秋季大会
◇軟式野球（学童の部）
　 ６月５日�～ 塚山公園野球場（下高井戸５‐２３‐１２）ほか 区内在住・
在学の小学生で、大人の指導者がいるチーム １チーム低学年の部３０００円、高学
年の部５０００円 所定の用紙（請求方法はお問い合わせください）を、５月１０日
（必着）までに区少年軟式野球連合協議会・加納昭（〒１６７‐００３４桃井２‐２‐
７‐２０１）へ郵送・ファクスまたは持参 同協議会・加納�・�３３９０‐１０６９ 審
判も同時に募集します。詳細はお問い合わせください
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ソフトバレーボール
　 ６月１２日�午前９時～午後７時 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１） フリーの部（コート内男子自由）、混合の部（コート内男子２名以下）、女
子の部 区内在住・在勤・在学で中学生以上の方 ３６チーム １チーム３０００円 
所定の申込用紙（区立体育館にあります）と参加費を、５月２５日（必着）までに
区ソフトバレーボール連盟・亀山米子（〒１６７‐００４２西荻北５‐７‐１１‐４１０）へ
郵送（現金書留）または持参 同連盟・亀山�５９３８‐８３３１
�杉並区ゴルフ連盟・夏期ゴルフ大会
　 ６月２０日�午前８時～（区後援） 小金井カントリー倶楽部（小平市御幸町
３３１） 区内在住・在勤・在学の方 １００名 ５０００円（別にプレー費２万６２５０円
／税込み） 往復ハガキまたはファクス（２面記入例参照）に性別、生年月日、
ＨＣも書いて、５月３１日（必着）までに、区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿
佐谷北２‐３３‐２�３３３９‐４５４５）へ（先着順） 同事務局�３３３９‐８２２６
�杉並区民ヤマベ釣り大会
　 ５月２２日�午前５時４５分出発（小雨決行・区共催） 集合＝ＪＲ荻窪駅北口
青梅街道天沼陸橋／候補地＝静岡県朝比奈川など（大型貸し切りバス２台で移動）
 区内在住・在勤・在学の方 ８０名 大人７０００円、中学生以下３０００円（バス代・
えさ代・入漁料・保険料を含む） ・ ハガキ、ファクス（２面記入例参照）に
性別も書いて、５月１５日（必着）までに区釣魚連合会事務所（〒１６８‐００８１宮前

時 場 内
対

費 申 問

他

時 場 対
費

申

問 他

時 場
内
対 定 費 申

問

時 場
対 定 費

申

問

時 場

対 定 費
申 問

５‐２４‐８太田方�・�３３３４‐０３４９／午前９時～午後５時)へ。電話での申し込み
も可（先着順） �雨具・朝昼食は各自持参�中学生以下は高校生以上の同伴が
必要です�釣用具は用意できますのでその旨申し込みください�釣時は長靴着用
を勧めます

�いきいき健康アドバイス
　運動能力測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（�成人病予防�シェイプアップ�体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　 ５月１５日�午前９時～午後６時 上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方 ２０組（個人
およびペア可） ４００円（入場料） ・ 電話で、希望受付時間（午前９時～２０
分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順） 受付から
アドバイス終了まで約１時間かかります
�スポーツ吹き矢・スポーツチャンバラ教室
　 ６月１８日～７月３０日（７月９日を除く）の毎週土曜日、午前１１時～午後１時
（計６回） 妙正寺体育館 区内在住・在学の小中学生とその保護者で、初心
者・初級者 １５組３０名（抽選） １８００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に生
年月日も書いて、５月１１日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐
２０‐１２）へ 同体育館�３３９９‐４２２４

�プールで魚のつかみ取り
　プールの水位を下げて、金魚やコイを手やアミで捕まえます。捕まえた魚は持
ち帰ることができます。
　 ５月２２日�午後１時～３時（雨天決行） 阿佐谷けやき公園プール（阿佐谷
北１‐１‐２２） １００名程度（抽選） 無料 往復ハガキ（２面記入例参照）に
参加希望人数（４名まで可）も書いて、５月１０日（必着）までに�杉並区スポー
ツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同
財団�３３１２‐２１１１（区代表） �プール内は滑りやすく危険なため、素足では入
場できません。汚れてもよい服装や靴でお越しください�車での来場はできませ
ん�アミ、持ち帰り用のバケツなどをご持参ください�持ち帰った魚は、池や河
川に放流しないでください
�春のイベント
　 ・ ・ 下表のとおり 区内在住・在勤・在学の方 無料 ・ 当日、
直接各施設へ

他

時 場
対 定

費 申 問
他

時
場 対
定 費 申

問

時 場
定 費 申

問
他

時 場 内 対 費 申 問

競技大会

スポーツ教室

〈春のイベント　５月２２日�（当日受付分）〉
時　　　　間種　　　　　　　　　　　　目場　　　　　所

午前９時～午後４時無料開放（スポーツ体験スタンプラリー６種目＝ソフトバレー、インディアカ、ミニテニス、
ラージボール卓球、スポーツ吹き矢、スポーツチャンバラ）妙正寺体育館（清水３‐２０‐１２�３３９９‐

４２２４） 午後５時～９時無料開放（バスケットボール）
午前９時～１１時４５分無料開放（スポーツ体験インディアカ、ソフトバレー、ミニテニス）

体育室

上井草スポーツセン
ター（上井草３‐３４
‐１�３３９０‐５７０７）

午後０時１５分～１時チアリーディング模範演技＆体験コーナー
午後１時１５分～４時４５分無料開放（バウンドテニス、パドルテニス）
午後５時１５分～８時４５分無料開放（バスケットボール）
午前９時～午後４時４５分無料開放（体力測定、ユニカール、シャッフルボード）小体育室 午後５時１５分～８時４５分無料開放（なぎなた、居合道）
午前９時～午後０時４５分無料開放（杉並スポーツデビュー、フライングディスク、ティーボール）運動場
午前９時～正午体験コーナー・無料開放（アーチェリー）※小学５～６年生以上

弓道場 正午～午後３時無料開放（アーチェリー）※弓道場利用者証をお持ちの方
午後３時～６時体験コーナー・無料開放（弓道）
午後６時～８時４５分無料開放（弓道）※弓道場利用者証をお持ちの方
午前９時～午後５時無料開放（ゲートボール）※小学生以上ゲートボール場
午前９時～午後８時４５分無料開放（個人利用）温水プール 午後１時～３時体験コーナー（水中運動）
午前９時～午後８時４５分無料開放トレーニングルーム
午前６時～午後９時無料開放（個人利用）ジョギング走路

その他

ごみの出し方に
ご注意
ください

　４月１日から、可燃ごみ
と不燃ごみの収集開始時刻
が変更になりました。
　基本的に収集時刻がこれ
までより３０分早くなってい
ますので、十分ご注意くだ
さい。
　また、夜間にごみを出す
ことは、放火などの犯罪を
誘発する危険がありますの
でおやめください。

 清掃管理課清掃計画係問

　

３
月　

日
�
午
前　

時　

１５

１０

４０

分
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
お

い
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
受
信
義

務
確
認
等
の
請
求
に
関
す
る

訴
訟
に
つ
い
て
の
第
三
回
口

頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
区
は
、

準
備
書
面
�
を
陳
述
し
、
証

拠
説
明
書
�
、
甲
第　

号
証

２７

お
よ
び
甲
第　

号
証
を
提
出

２８

し
ま
し
た
。
一
方
、
国
お
よ

び
都
は
準
備
書
面
�
を
陳
述

し
ま
し
た
。

　

次
回
（
第
四
回
）
の
口
頭

弁
論
は
５
月　

日
�
午
前　

２５

１１

時
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、区
の
準
備
書
面
�
、

証
拠
説
明
書
�
、
甲
第　

号
２７

証
お
よ
び
甲
第　

号
証
な
ら

２８

び
に
国
お
よ
び
都
の
準
備
書

面
�
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
 

総
務
課
法
規
担
当

問

▼
住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
コ
ー
ナ
ー（
第
四
回
）▲

第
三
回
口
頭
弁
論

第
三
回
口
頭
弁
論

　

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

手
軽
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
、
散
歩
の
途
中
で

も
普
段
着
の
ま
ま
利
用
で
き
る

健
康
遊
具
を
、
善
福
寺
川
沿
い

の
三
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

各
所
に
異
な
る
種
類
の
遊
具

を
五
基
ず
つ
設
置
し
て
お
り
、

目
的
に
合
わ
せ
た
活
用
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
い
方
を
図
と
説
明
書
き
で

表
示
し
た
案
内
板
も
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
設
置
場
所

�
筋
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

都
立
善
福
寺
川
緑
地
（
成
田

西
４
―
１
）

�
ス
ト
レ
ッ
チ
コ
ー
ス

　

都
立
善
福
寺
川
緑
地
（
成
田

西
３
―
１
）

�
体
力
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

都
立
和
田
掘
公
園
（
大
宮
２

―　

）
２３

　
 

公
園
緑
地
課

問
▲▼青空の下で体を
動かしてみましょう

�
ご
利
用
く
だ
さ
い

健

康遊
具
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自
転
車
の
暴
走
は
、

　
　
　
　
　

み
ん
な
の
敵
で
す
！

自転車対策を強化しています

�
放
置
自
転
車
の
撤
去

〈区内駅周辺の自転車放置台数の推移〉
１６年度１３年度駅　　名
６７４台１０７０台高 円 寺 駅
８９６台１５７３台阿佐ケ谷駅
１０８２台１９９２台荻　窪　駅
１８９台６２９台西 荻 窪 駅
５３台２７２台久 我 山 駅
１８９台２５９台永 福 町 駅
２２７台３０４台方 南 町 駅
２６７２台２９２４台その他１７駅
５９８２台９０２３台合　　計

チビッコあんぜんヘルメットの普及

�
歩
道
で
の
自
転
車
の
暴
走
は
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す

　

放
置
自
転
車
は
減
っ
て
き
た

と
は
い
え
、
ま
だ
区
内
や
隣
接

す
る
駅
周
辺
に
は
、
一
日
あ
た

り
約
六
〇
〇
〇
台
も
の
自
転
車

が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
は
、

▽
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
ま
す
。

▽
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
ま

す
。

▽
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

に
は
特
に
危
険
で
す
。

▽
災
害
時
に
は
救
助
活
動
の
妨

げ
と
な
り
人
命
に
か
か
わ
り
ま

す
。

※
「
放
置
」
と
は
、
自
転
車
か

ら
離
れ
、
直
ち
に
移
動
で
き

な
い
状
態
を
さ
し
ま
す
。
買

物
な
ど
で
あ
っ
て
も
直
ち
に

移
動
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ

ば
放
置
に
な
り
ま
す
。

◇
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
撤
去

し
ま
す

　

区
で
は
、
駅
周
辺
の
公
共
の

場
所
を
自
転
車
の
「
放
置
禁
止

区
域
」
に
指
定
し
、
禁
止
区
域

内
の
放
置
自
転
車
を
即
時
撤
去

し
て
い
ま
す
。

　

撤
去
自
転
車
の
返
還
の
際
に

は
、
撤
去
手
数
料
三
〇
〇
〇
円

が
必
要
で
す
。
撤
去
日
の
前
日

以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る

場
合
は
、
撤
去
手
数
料
が
免
除

と
な
り
ま
す
の
で
警
察
に
盗
難

届
の
受
理
番
号
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
施
錠

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
か
ぎ
を

切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

◇
撤
去
な
ど
に
年
間
二
億
三
四

〇
〇
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す

　

「
私
の
一
台
く
ら
い
な
ら
」

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
」
と

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
一

台
が
多
く
の
放
置
自
転
車
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
　

年
度
に
撤
去
し
た
自
転
車

１５
は
五
万
七
一
一
四
台
、
撤
去
・

返
還
・
処
分
に
要
す
る
費
用
は

人
件
費
も
含
め
る
と
約
二
億
三

四
〇
〇
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

一
台
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
約

四
一
〇
〇
円
で
す
。

　

放
置
自
転
車
が
な
く
な
れ

ば
、
こ
の
お
金
は
他
の
目
的
に

使
え
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

◇
自
転
車
放
置
防
止
協
力
員
が

活
動
し
て
い
ま
す

　

放
置
自
転
車
問
題
は
区
だ
け

で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
駅
周
辺
の
地
元
商

店
会
や
町
会
な
ど
が
中
心
と
な

り「
自
転
車
放
置
防
止
協
力
員
」

（
区
か
ら
委
嘱
）
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
を
な
く
す
た
め

に
、
注
意
札
の
は
り
付
け
や
放

置
防
止
の
呼
び
か
け
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
自
転
車
放
置
防
止
協
力
員
が

活
動
す
る
駅

　

西
荻
窪
、
荻
窪
、
阿
佐
ケ
谷
、

高
円
寺
、
井
荻
、
下
井
草
、
南

阿
佐
ケ
谷
、
新
高
円
寺
、
東
高

円
寺
、
方
南
町
、
久
我
山
、
浜

田
山
、
西
永
福
、
永
福
町
駅
周

辺
　

区
で
は
、「
サ
イ
ク
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
し
、

「
安
全
・
安
心
な
自
転
車
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
自
転

車
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
撤
去
自

転
車
の
保
管
場
所
を
増
設
し
、

撤
去
を
強
化
し
ま
す
。
九
〇
二

三
台
（　

年
度
調
べ
・
下
表
参

１３

照
）
の
放
置
自
転
車
を　

年
度

１７

末
ま
で
に　

％
削
減
す
る
こ
と

５０

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
条
件
の
あ
る
登

録
制
自
転
車
置
場
を
順
次
廃
止

し
て
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る

有
料
制
自
転
車
駐
車
場
を
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

年
９
月
に
は
荻
窪
西
第
二

１６
自
転
車
駐
車
場
（
二
八
四
台
）

が
、　

年
１
月
に
は
荻
窪
北
第

１７

三
自
転
車
駐
車
場（
七
〇
〇
台
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
荻
窪
駅
な
ど
で
は

自
転
車
乗
り
入
れ
台
数
が
急
増

し
、
自
転
車
駐
車
場
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
自
転
車
駐
車
場
を

確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
バ
ス

な
ど
公
共
交
通
を
利
用
す
る

か
、
歩
い
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

年
に
区
内
で
発
生
し
た
自

１６
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
は
一
〇

六
五
件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
自
転
車
に
よ
る
信

号
無
視
・
安
全
不
確
認
・
交
差

点
で
の
一
時
不
停
止
な
ど
の
ル

ー
ル
違
反
が
目
立
ち
、
人
通
り

が
多
い
商
店
街
で
の
通
行
を
は

じ
め
、
最
近
、
数
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
自
転
車
に
乗
っ
た
ら
、
あ
な

た
も
ド
ラ
イ
バ
ー

　

自
転
車
は
、
あ
く
ま
で
も
自

動
車
と
同
じ
「
車
両
」
の
一
種

で
す
。
自
転
車
通
行
可
の
歩
道

を
走
る
場
合
は
、
歩
行
者
の
通

行
を
優
先
さ
せ
、
一
時
停
止
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る

方
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た

方
の
そ
ば
を
通
行
す
る
と
き

は
、
ま
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
も
「
車
」
な
み
の
責

任
が
問
わ
れ
ま
す

　

法
律
で
は
、
例
え
ば
信
号
無

視
・
一
時
不
停
止
の
違
反
に
対

し
、
三
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

万
一
、
自
転
車
を
加
害
者
と

す
る
死
亡
事
故
が
発
生
す
れ

ば
、
多
額
の
賠
償
金
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
故

が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
、
取
り

返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

◇
無
灯
火
走
行
は
、
特
に
迷
惑

で
す

　

夕
暮
れ
や
夜
間
に
、
無
灯
火

の
ま
ま
走
行
す
る
自
転
車
へ
の

苦
情
が
、
最
近
特
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
を
つ
け
な
い
と
、
暗

が
り
を
歩
く
歩
行
者
か
ら
は
、

走
っ
て
く
る
自
転
車
が
見
え
ま

せ
ん
。
ま
る
で
凶
器
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
が
守
れ
な
い
よ

う
で
は
、
自
転
車
の
利
用
は
失

格
、
と
言
え
ま
す
。

　

自
転
車
の
幼
児
用
座
席
の
子

ど
も
が
、
転
倒
な
ど
に
よ
っ
て

ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。万
一
に
備
え
て
、

子
ど
も
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

区
で
は
４
月
か
ら
、
２
歳
児

（
平
成　

年
４
月
２
日
〜　

年

１４

１５

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）
の

希
望
者
す
べ
て
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
無
償
で
配
布
し
て
、
モ
ニ
タ

ー
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 

母
子
手
帳
と
健
康
保
険
証

（
そ
の
他
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
で
も
可
）
を
持
っ
て
、
交

通
対
策
課（
区
役
所
西
棟
五
階
）

へ 

な
る
べ
く
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
来
て
試
着
を
し
て
く
だ
さ

い◇
今
後
の
取
り
組
み

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
低
廉
に
購
入

で
き
る
あ
っ
せ
ん
制
度
な
ど
の

普
及
策
を
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
の

結
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
区
内
の

企
業
・
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
早
急
に
つ
く
り
ま
す
。

申他

身近で便利な自転車は、排気ガスを出さず地球にやさしく、健康維持にも効果があ
る乗り物です。しかしマナー、ルールに反した利用をすると、多くの人々の迷惑に
なります。自転車利用者の一人ひとりが責任を持ち、ルールを守ることで、安全、
快適な住みよいまちをつくりましょう。　　　　  ――問い合わせは、交通対策課へ。

自転車に責任はありません自転車に責任はありません

乗る人の責任です乗る人の責任です

�５月は自転車月間です�

迷
惑
で
危
険
な
放
置
自
転
車


